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はじめに 

 

平成２３年３月の東日本大震災及び平成２８年４月の熊本地震では、多くの自

治体の庁舎が被害を受け、災害時に司令塔となる庁舎の耐震対策の重要性が改め

て認識されたところです。 

 町ではこれまで、多くの方が使用する施設の耐震化を優先して推進し、小中学

校等の学校施設や小鹿野中央病院の耐震化を進めてきました。 

 小鹿野庁舎については、平成２３年に耐震診断を実施した結果、コンクリート

強度が低く、建物全体の劣化も著しいことから、震度６強以上の地震が発生した

場合、倒壊または崩壊する危険性があると判定されましたが、他の公共施設の耐

震化を優先したことや、コンクリートが劣化していることにより、耐震対策をし

ても十分な効果を得られるか不明なため、耐震対策を実施せずに現在に至ってい

ます。このため、震災等で即応すべき時に、庁舎の直接的被害により行政機能そ

のものが損壊し、災害対策が機能不全に陥る事態が想定されます。 

 このような状況を踏まえ、役場庁舎の今後の在り方について、町民の皆様から

ご意見をお聴きするため、平成２８年１０月に町内の各種団体代表者、識見を有

する者、公募による委員を含めた１９名による「小鹿野町役場庁舎検討委員会」

を設置し、検討を重ね、平成２９年８月に、庁舎整備の方向性を示す小鹿野町役

場庁舎検討委員会報告書が町長へ答申されました。 

 この答申を受け、平成２９年１１月に職員による「小鹿野町役場庁舎建設委員

会」を設置し、先進地視察や協議を重ね、平成３０年４月に「役場庁舎整備の基

本的な考え方」を策定し、町政懇談会、住民説明会や町民主体のワークショップ

を開催し、町民の皆様からご意見をいただきました。 

この度、町民の皆様からいただいたご意見を参考にしながら、小鹿野町役場庁

舎建設基本構想を策定しました。 

 この基本構想による考え方を基本とし、これからの本町のまちづくりの中心と

なっていく若い世代をはじめ、より多くの皆様のご意見・ご提案をいただきなが

ら、役場庁舎の整備に取り組んでまいります。 

 

 

   令和元年８月 

 

                    小鹿野町長  森  真 太 郎 
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